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図5.椙山女学園大学星が丘キャンパスに設置されたビオトープガーデンの池における水質の測定結果
(2014年4月22Eり｡地点1が流入､地点5が流出である｡
表1.椙山女学園大学星が丘キャンバスに設置されたビオトープ
ガーデンの弛において採集された水生動物(2014年4月22日)｡
甲殻類
昆虫類
ミズムシ
アメンボ
マツモムシ
シオカラトンボ(ヤゴ)
イ1､トンボ(ヤゴ)
モノアラガイ
(地点5)であった｡どの項目でも明確な地点間
の違いは観察されず､池内の永要は均質である
ことがわかった｡CODの値は､同一地点で､水
温､pEに比べて大きな標準偏差(ばらつきの
幅)を示した｡これは､他の底に落葉が堆積し
ており､その破片がパックテストのチューブに入
った場合､高いCODの原田になるからである｡
表1には､採集された水生動物を示した｡最
も多く採集されるのは甲殻類のミズムシ
(』∫ど仏/∫属)であった｡周閉の木本からの落葉
が良い餌資源となると考えられる｡水生昆虫で
は､シオカラトンボ(OJ■ダムビJ7･JJ方～属)､イトトンボ
亜科(Damse岨y)のヤゴが採集された｡貝類は､
小型の巻月であるモノアラガイ(月〟威ズ属)が生
息していた｡過去に何度か在来種のメダカ
(0′ア∫〟∫属)が放流されているが(高阪謙次博
士,私信)､今回の調査では採集されず､走者し
ていないことが明らかになった｡
野崎･宇土(2011)､野崎･森(2012)､野崎
(2013)は､椙山女学園大学附属小学校(名古
屋市千種区山添町)に設置されたビオトープで､
大学生の水環境教育を実践してきた｡附属小
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学校のビオトープの弛は､水源がかつて谷頭で
あった場所からの湧水であり､大学より名古屋
の都心に立地しながら､自然度は大学のビオト
ープガーデンの他に比べて､より高いことが明ら
かにされている｡本調査に参加した受講学生に
は､翌週の授業で､附属小学校と大学のビオト
ープの水質や水生動物相の比較を行わせ､水源
の違いによって､生態系の構造(枠組み)が大き
く異なることを理解させた｡つまり､複数のビオ
トープの情報が蓄積することで､より効果的な
環境教育の教材を生み出す基礎となることが示
唆された｡
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